
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

児童文化 と 「少国民」

15年戦争下にお ける児童文化 の 復興現象

今田絵里香 （京都大学大学院）

1　 は じめに

　1931年の満州事変以降、 子どもにはこれまでに

ない くらい 險 L・が集まることになる。 言 うまでも

なく、戦争遂行の ために、次の時代の国民となる

子 どもを鍛えあげ、 その任務をま っ とうさせ るこ

とが国家的な課題 となっ たか らである。

　その ような体制下 、 子どもはどの ようなもの と

して把握され 、 どう方向づけてい くぺ きもの とさ

れたのだろうカ  1941年頃から子どもはすべ て

「少国民 1となる。 こ の こ とが端的に示 ナよ うに 、

戦時体制の 下では 、 常に国家との関わりか ら子ど

もを把握することがなされて い るといえる。まさ

に子どもが国民としてとらえられるそのあ りよう

をあきら力擁こしたい
。

　そ して 、 教冑制度上にお い て男子と女子にはあ

きらかな違い があることを考えると、 その 「少国

尉 の性別も考えなければならなレ  すなわち、

「少国助 は男子だけだっ たの だろうカ  それ と

も、女子も含まれてい たのだろうカ  そ うだとし

た ら、そこには い かなる遡 ・があっ た の だろうカ 

そ の ことも考えていかなければなちな眺

　それを考えるうえで、本報告では、 戦時体制下

の 国家による児童出版物の規制に纏目した。 とい

うの も、これが官僚独善の押しつ けではなく、多

くの教育学なら桝 こ児激文化に携わる知識人が参

加 し、 しか も親や教師にも歓迎され るとい う結果

を生んだか らである。 したがっ て 、そ のなかか ら、

国家の要諭する子 どもとい うだけではなく、国民

の ほ うでもある程度共有し、 積極的に賛同するよ

うな子どもの像が浮かび上が っ て くると考えられ

る。

2　少国即 ζ4匕協会と児童文化復興現象

　1937年の 日中戦争勃発の 翌年、内務省警保局図

書課が 、 小川未明他 9名からなる諮問機関の答申

を尊重しながら、「児童読物改善二 関ス ル 指示要

綱」を出した。 これによっ て、俗悪とされる漫画

が取 り締まられへ 芸術的とされる児童文学の出版

が助成されるこ ととなる。 その結果、続々 と児童

図書が刊行されるようになり、童話作家の なかに

は売れなか っ た昔の作品をすべ て出版してもまだ

追い っ かない ほどの作家もいたとい われてい る。

1929年の 『赤い 鳥』の休刊以降、 児童文学の 冬の

時代が訪れていたところに、突如として、「児童文

化復興現象」 との ちに呼ばれるよ うになる現象が

巻き起こっ て い くのである。

　さらにこれを進めて
、
1941年 、 多くの児童文化

に携わる作家 ・画家 ・製作者を参加させた 「社団

法人日本少国民文化協会」が発足する。 同 じ年、

小学校も国民学校になっ ている。 この協会発足以

降、 子どもはすべ て 「少国民1 と呼ばれるように

な っ たといわれて い る。

　本報告では 、 こ の 「日本少国民文化協会」 の機

関誌『少国民文化韮（1942年6月 〜 1944年 12月）

の醤説を中’酎 こ
、 こ の 協会に参加した作家たちの

個別の醤説にも着目 しなが ら、 こ の協会が掲げた

子ども像をあきら魁 こ してい くこ とにする。

3　新しい 児童文化運動として

　 「日本少国民文化協会j は 、 新しい児童文化運

動として、登場して いる。 とい うの も、 この 協会

が、 これまでの児童文化運動を踏まえ、 それらを

乗 り越えるもの として 、自らを位置づけて い るか

らなの である。

3 − 1 反童心主義

　第
一にその新 しい 運動は鈴木三重吉の 『赤い

鳥』に代表される大正期の童心主義を批判する。

たとえば、 この児童文学週動が一
部の階層の 子 ど

もだけの無邪気さりか扱っ て いない ことを批判し、

この運動は
一
定の 限界があるもの だとする （周郷

博 「少国民雑誌の 新面貌亅
・『少国民文化』創刊号

など）。また、童心主義が子どもの 自由を尊重する

のは、子どもに迎合 してい るにすぎない とし、 子
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どもには しつ けが必 要である とするもの もある

伽 藤武雄 「少国民文学の 方向亅
・『少国民文ua

1943 年新年号など）。 さらには、その運動が掲げ

る自由主義その もの を害悪撹するものもある （大

ホ雄二 「童鷲文学の歴史」・『少国民文学龍1など）。

3 − 2　生活童話（ の 不満

　さらに 、 『赤い鳥』を乗り越えるもの として生

まれた 「生活童話亅あるい は 「リア リズム童話」

にも不満を述ぺ る。 それは子 どもの 日常を切り取

っ ただけ の もの で夢も面白味もまっ たくない もの

であるとい うの で ある （池田利夫 「童話文学の

夢亅 ・ 『少国民文学醐 など）。

3 − 3　営利主義 ・資本獺

　そ して 、 この 「日本少国民文化協会」 がもっ と

も厳 しい批割を向けるのが、資本主義がもたらし

たところの出版社の営利主義が 、 子 どもに とっ て

俗悪な読み物を氾濫させてい る こ とにつ い てなの

である （佐伯郁郎 「児童文化に関する覚え書G・『少

国民文学醐 など）。

4　少国民文化

4 − 1 繍成主義

　そ こ で、「日本少国民文化協会亅 は 、 子 どもに

迎合することを一切やめることを宣書し、 子ども

を理想的とされる方向に導い てい くこ とを主張す

る （東條英機 「日本少国民文化協会の 発足 を祝

す」
・『少国民文化論］創刊号など）。 それが練成主

義である。 そして 、 そ の方向とは 、 もちろん、 日

本国民として戦争を遂行し、国の ために命を搾げ

るこ となの である。

4 − 2　それを支える母性

　さらに、「日本少国民文化協会」が繰り返し説

くの は母性である 。 機関誌 『少国民文化』にも、

「母の 頁亅や、「日本の母名歌遅蜘 などの 連載が

あ り、母親の 役割の 重要性を説い てい る。 それは 、

一
つ には しつ けの担い手としての期待である。

言い換えれば、 母親は練成主義を子どもにほ どこ

す第
一の存在として とらえられてい るの である。

二 つ には、少国民文学な どの 少国民文化財を与え

る存在である。 い くら 「日本少国民文化協会」が

少国民文化財の 規制と保護をおこな い、すぐれた

もの を世に出しても、母親がそれを子どもに与え

なければ意味をなさないからである。そこ では 、

単に与えるだけでなく、子どもに児童図書を読み

聞かせるこ とや 、 子どもと一
緒に読む共同読書が

求められて い る。

5　少女小説の 否定

　 「日本少国民文化協会」 は
、
たとえば有島武郎

の 「一房の葡萄」は軟弱であるとし、 講談社の発

行する雑誌は低俗であるとし、漫画はすべ て俗悪

であるなどとして い る。 しか し、 な脳 こはそれら

協会が批判するもの がすべ てそろっ たもの がある。

それ縁少女小説である。 少女小説はまず 、 通俗ジ

ャ
ーナ リズ ムが生み出した もの であ り、たくま し

さの欠如した ものである （佐伯郁郎 「ある少国民

文学作家ぺ の 書信」 ・ 『少国民文化論』1943年 2

月号）。 また 、 少女雑誌は自由主義の 夢を忘れられ

ない文化主義者たちがつ くっ てい ると批判し、 害

悪視されて い る （吉村定司 「文化主義と煽情主

義」
・ 『少国民文化諭』1943年 2月号）。

6　おわりに

　「日本少国民文化協会」は 、 反童心主義であり、

生活童話も廃し、子どもを
一
定の方向に導く新し

い児童文化運動として登場する。 そ して 、 営利主

義・資本主義が生み出した俗悪な出版物を駆逐 し、

芸術齣な児童文学を助咸する。

　そ の なかで 、 母 こそ 、 男性が中心 となる 「日本

少国民文化協会」が提供する少国民文化財と、 自

分の子どもである男子をつ なぐもの として、存在

してい る。 したがっ て、「日本少国民文化協会」に

関する言説の なh9こは、母と男子 の 関係が繰り返

し出て くる。 まさにそこで の f少国尉 の なかで

重要な位置を占め て いるの は男子であるとい える。

　
一
方、 女子は 「少 国民」のなか で夐要なもの と

して認識されて いない 。 そして少女小説の否定を

通し、ますます否定的なもの としてみ なされて い

く。 少女小説こそ 、 童心主義の軟弱さや、自由主

義を語 り、通俗的な出版祉の営利主義が生み出し

たもの とされるの である。

蹴

『少国民文化 全 8 巻』（復刻版）　 1991 エ ム
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二反長半編 1942→ 1987 『少国民文学醐 昭

森杜→ 大空社 （復刻版》
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